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はじめに 
 

2022年 10月 1日只見線が全線再開通しました。 

只見線は 2011年 7月新潟・福島豪雨により会津川口-会津大塩間にある第五、

第六、第七只見川橋梁が流出するという災害に見舞われ、会津川口-只見間で

11年間長期運休が続いていましたが、福島県と周辺自治体が費用を負担して

上下分離方式で復旧させることが決まり、ようやく運行が再開されました。 

本書は多くの方に只見線の魅力を知っていただき、只見線沿線を訪れ沿線の

観光振興にご協力いただきたく発刊することにしました。 

 

2022年 10月 

著者 小林俊明 
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1. 只見線沿線ガイド 
 

JR 只見線は福島県会津若松市と新潟県魚沼市の小出駅を結ぶ全長 135.2km

の全国屈指の豪雪秘境路線です。 
 

只見線は会津桧原から只見迄の区間が只見川沿いを走る景勝路線で只見川

に掛る第一只見川橋梁の水鏡撮影ポイントが特に有名です。第二から第八只

見川橋梁もそれぞれ素晴らしい景勝を誇る撮影ポイントです。春の桜、初夏の

新緑と夏の川霧、秋の紅葉に冬の雪景色、そしてなんといっても只見川の水鏡

が四季を通じて美しい姿を見せてくれます。 
 

本書は運転を再開した区間の撮影ポイントを新たに加え、新潟県の小出か

ら会津若松に向かう順に、沿線の撮影ポイントを写真と地図でご紹介いたし

ます。 

 

 

 

只見線路線図 

小出 

会津若松 

只見 

会津川口 
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2. 只見線撮影ポイント 

2.1.大倉沢橋梁 

 

上:①小出発会津若松行き始発列車 9/7 撮影 

 

撮影ポイントガイド 
 

大倉沢橋梁は魚沼田中と越後須原の中間に

あります。小出を出た只見線は破間川を遡る

様に只見に向かい走ります。途中、魚沼田中

を過ぎると藪神ダムのダム湖が現れます。 

国道右手に大倉沢休憩所の駐車場あるので

そこに車を停めます。ここにはトイレもあり

ます。 
 

写真①は駐車場側から撮影しました。 

反対側からも撮影することができます。 
  

① 
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2.2.入広瀬の鷹待山 

 

上:①黄金色の田園と鷹待山 9/7 撮影 

撮影ポイントガイド 

入広瀬の鷹待山にはかつて山城があったそうです。姿の美しい山です。 

写真①は 16mmの超広角で撮影しました。広角レンズが必要です。 

破間川の対岸からも撮影出来そうです。 

 

鷹待城址 

① 
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2.4.旧田子倉駅 

 

上:①六十里越トンネル飛出し 5/18 撮影      下:②六十里越の山々と燃える紅葉 11/3 撮影 

 

 

撮影ポイントガイド 
 

旧田子倉駅の周辺で六十里越の山々と

只見線を撮影することができます。 

①は田子倉無料休息所裏の沢から撮影 

②は国道とオーバークロスする地点か

ら撮影しました 

Ｐ 
① 

② 
旧田子倉駅 

田子倉無料休息所 

田子倉湖 
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2.8.第八只見川橋梁(会津蒲生-会津塩沢) 

 

①第八只見川橋梁俯瞰 11/3 撮影 
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2.10.第七只見川橋梁(会津大塩-会津横田) 

 
①第七只見川橋梁を行く再会・只見線号 10/1 撮影 
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2.12.夏井沢橋梁(本名-会津川口) 

 

上:初夏の夏井川橋梁 5/18 撮影  中段:秋の夏井川橋梁 11/3 撮影  下段:夏の夏井川橋梁 6/18 撮影 

  

 

撮影ポイントガイド 
 

夏井川橋梁は只見川の支流の鉄橋です

周りの景色が日本の原風景の様な撮影

ポイントです。地図に赤矢印でプロッ

トした位置から撮影しました。 
  

Ｐ 
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2.14.会津川口駅 

 

上:①未明の会津川口駅 12/7 撮影        下:②未明の始発列車 12/7 撮影 
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2.16.会津川口駅俯瞰 

 

①会津川口駅俯瞰 11/4 撮影 
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2.17.大志集落俯瞰(会津川口-会津中川) 

 

上:②田植えの頃の大志集落俯瞰 5/18 撮影        下:②稲刈りの頃の大志集落俯瞰 9/23 撮影 

撮影ポイントガイド 

 

小学校から先は未舗装の悪路です。 

尻吹峠からポイント①は泥濘道です。 

 

 

金山小学校入口を入る 

① 

② 
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2.19.第四只見川橋梁(会津中川-会津水沼) 

 

① 水鏡に姿を写す第四只見川橋梁 上:10/24 撮影 下:6/18 撮影 



15 

 

2.21.早戸駅(霧幻狭) 

 

 

上:会津若松行き始発列車 8/21 撮影    下:会津川口行き一番列車 6/18 撮影 
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2.22.第三只見川橋梁(早戸-会津宮下) 

 
上:雪の第三只見川橋梁 12/7 撮影 
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上:紅葉の第三橋梁 10/24 撮影  中段:ラッピング車両 9/23 撮影  下段:紅葉の第三橋梁 11/4 撮影 

 

撮影ポイントガイド 

早戸側からスノーシェッドに入り 

スノーシェッドから右に出る最初の 

駐車スペースに車を駐車し 10mほど 

スノーシェッド内の歩道を進むと 

撮影ポイントです。 

 

 

Ｐ 
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2.25.第二只見川橋梁(会津宮下-会津西方) 

 

上:①第二只見川橋梁 7/30 撮影 
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2.26.第一只見川橋梁(会津西方-会津桧原) 

 

川霧と始発列車 7/18 撮影 
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2.27.第一只見川橋梁河畔撮影ポイント(会津西方-会津桧原) 

 

上:①橋梁下の只見川河畔から 11/9 撮影 

 
上:②船着場ポイントから 10/24 撮影 

撮影ポイントガイド 

地図の赤矢印で撮影しました。 

写真①は河畔に下るコンクリート階段

があるので必ずそこを下ること。 

熊鈴が必要です。 
 

 

 

ここを入る 

ここを入る 

ここから細道 

この先車両通行

止め 

① 

② 



21 

 

2.29.滝谷駅 

 

 

上 2 枚:②桜咲く滝谷駅に到着したキハ E120 4/17 撮影 
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2.30.郷戸-会津柳津 

 

左:①圓蔵寺裏の桜 4/19 撮影 

 

上:②月光時の桜 4/17 撮影 

 

右:③つきみが丘町民センターの桜 4/19撮影 

 

撮影ポイントガイド 
 

会津柳津は弘法大師が開山した 

圓蔵寺で有名です。 

会津柳津も桜が美しい町です。 

写真①は圓蔵寺裏で撮影 

写真②③は 

つきみが丘町民センターから 

月光寺の桜を撮影しました。 
 

 

① 

②③ 
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2.34.根岸-会津高田俯瞰 

 

上:企画列車の雪月花 6/17 撮影        下:黄金色の田園と只見線 9/7 撮影 

 

撮影ポイントガイド 
 

蓋沼森林公園 管理棟 駐車場から 

望遠で撮影します。 

田植えの頃と稔りの秋が美しい。 
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2.35.根岸の直線(根岸-会津高田) 

 

上:①夕暮れの根岸の直線を 9/24 撮影 


